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第
34
回
江
刈
地
区
文
化
祭
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
は
10
月
27
日
に
江
刈
農

村
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民

ら
約
３
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
五
日
市
保
育
園

と
江
刈
保
育
園
の
園
児
が
登
場
し
、
お

遊
戯
を
披
露
。
会
場
を
大
い
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
実
行
委
員
長
の
山

岸
は
る
美
さ
ん
は
「
１
年
の
集
大
成
と

な
る
作
品
や
芸
能
の
発
表
の
場
、
収
穫

を
祝
い
楽
し
む
機
会
に
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
保
育
園
児
、
小

中
学
生
や
大
人
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た

江
刈
地
区

祭

文
化

作
品
が
並
べ
ら
れ
、
来
場
者
の
目
を
引

い
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
作
品
も
あ
り
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
直
後
か
ら
購
入
依
頼
が
相
次
い
で

い
ま
し
た
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
時
間

を
忘
れ
て
作
品
作
り
に
没
頭
す
る
子
ど

も
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
飲
食
ス

ペ
ー
ス
に
も
な
っ
て
お
り
、
作
品
を
見

渡
し
な
が
ら
食
堂
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で

購
入
し
た
も
の
を
食
べ
る
来
場
者
の
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
芸
術
、
芸
能
、
食
を
一
度
に
感
じ
ら

た
江
刈
地
区
文
化
祭
は
地
域
住
民
ら
の

笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

歴史を紐解く歴史を紐解く

出発前に参加者らで記念撮影
　

10
月
13
日
、「
塩
の
道
を
歩

こ
う
会
」（
同
実
行
委
員
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
４
日
間
で
野
田
村
か
ら

盛
岡
市
を
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
の

３
日
目
で
、
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ

を
出
発
し
て
黒
森
峠
を
越
え
、

道
の
駅
石
神
の
丘
を
目
指
す
33

㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
柾
谷
隆
太
さ
ん

（
洋
野
町
）
は
「
ま
ち
な
か
で

は
声
援
を
も
ら
い
、
黒
森
峠
で

は
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

気
持
ち
の
良
い
コ
ー
ス
だ
っ

た
」
と
振
り
返
り
、
歴
史
あ
る

塩
の
道
を
体
全
体
で
感
じ
て
い

ま
し
た
。

地
域
住
民
総
参
加
で
盛
大
に
開
催

第
34回

油
絵
展
を
開
催

　
11
月
５
日
か
ら
７
日
の
３
日

間
、
く
ず
ま
～
る
で
葛
巻
ア
ー

ト
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
鳥
居
京

子
さ
ん
（
浦
子
内
）
の
油
絵
展

が
開
催
さ
れ
、
サ
イ
ロ
の
あ
る

風
景
や
昭
和
60
年
代
の
か
や
ぶ

き
屋
根
の
風
景
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
な
ど
約
70
展
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
鳥
居
さ
ん
は
「
サ
イ
ロ
の
あ

る
風
景
は
何
気
な
い
風
景
で
す

が
、
葛
巻
町
ら
し
さ
が
あ
る
」

と
話
し
、
来
場
者
は
町
な
ら
で

は
の
風
景
を
切
り
取
っ
た
作
品

を
見
て
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を

感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

町
の
風
景
鮮
や
か
に

黒
森
峠
を
越
え
て
岩
手
町
へ

塩
の
道
を
足
で
実
感

作品（円内）を鑑賞する来場者

小屋瀬館跡遺跡ってなあに？
　小屋瀬地区の山地にあり、山頂部を中心に窪地
が30箇所以上も確認されていて、県内でもほとん
ど例のない大規模な遺跡です。窪地は昔の住居跡
の可能性が高く、歴史を紐解く手掛かりになります。
　人工的な窪地がある山地の遺跡は県内で複数あ
りますが、発掘調査が進んでいないため、時代や
目的など不明なものが多いのが現状です。

　発掘体験に先立ち10月29日に行わ
れた事前学習会では、須川調査員か
ら発掘調査の意義などが話されたほ

岩手県が行っている発掘調査って？
　県では令和４年度から、約1,000年前に平安時
代の人々によって山の上で営まれた集落の跡「高
地性集落遺跡」の調査に取り組んでいます。高地
性集落遺跡は東北地方北部を中心に見られる珍し
い遺跡で、小屋瀬館跡もその可能性があるため、
10月28日から11月８日まで調査を行うことにな
りました。

町
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
な

ど
（
円
内
）
を
観
察
す
る
生
徒
た
ち

小屋瀬中生が発掘調査小屋瀬中生が発掘調査

か、町にある泥這遺跡や市部内遺跡の調査結果や
今回調査する小屋瀬館跡遺跡の仮説などが解説さ
れ、生徒たちは発掘調査による発見に興味津々な
様子で耳を傾けていました。

なるか⁉なるか⁉発見発見

発
掘
体
験
を
行
う
生
徒
た
ち

　11月６日、小屋瀬中学校全校生
徒は県が進めている「小屋瀬館跡
遺跡発掘調査」に参加しました。

1

2

3
1木工ワークショップに没頭する子
どもたち2ＰＴＡの喫茶コーナー3
来場者でにぎわう展示・飲食スペース

発掘
体験

　発掘調査は窪地になっている部分の
土をシャベルやスコップで掘り、土器
や金属製品、炭などがないか確認する

事前
学習

というもの。生徒たちは初めて行う発掘作業に始
めは戸惑いながらも、土の中から黒い塊などが見
つかると歓声を上げ、積極的に関係者へ質問をす
るなど新しい発見を楽しみながら約２時間の作業
に取り組みました。
　県教育委員会事務局生涯学習文化財課の須川翼
調査員は「発掘体験をきっかけに町の歴史や自分
の家のルーツに興味を持ってくれたらうれしい」
と話し、生徒たちからは「家の近くに遺跡がある
ことを知ることができた」「いろいろなものが出
てきて貴重な体験だった」と感想が聞かれました。
発掘体験は生徒たちにとって、自分の住む地域の
歴史や文化に目を向ける貴重な機会となりました。
　中学生が参加した発掘では、こぶし大の石や炭
が見つかり、これから科学分析を行うことになっ
ています。生徒たちの発見が町の歴史を紐解く発
見につながるかもしれません。

いわて遺跡地図

県内の遺跡について
もっと知りたい！

発掘作業を終え充実した笑顔を見せる生徒たち

元気いっぱいにオープニングを飾った園児たち


